
 

 

広 報 資 料                         

 （ 経 済 同 時 ）                   平 成 ２ ６ 年 ３ 月 ３ １ 日   

産 業 観 光 局 

                           （担当 中央卸売市場第一市場３１２－６５６４）   

 

京都市中央卸売市場第一市場施設整備基本構想の策定について 

 

 京都市中央卸売市場第一市場では，施設全体の老朽化対応はもとより，市場間競争の激化など，中

央卸売市場を取り巻く環境変化に対応できるよう，施設整備の基本方針や周辺地域との連携等の基本

的な方向性をまとめた「京都市中央卸売市場第一市場施設整備基本構想（案）」を平成２６年１月７

日に公表し，同構想（案）に対する市民の皆様の意見を募集しました。 

 この度，市民の皆様からいただいた御意見を踏まえて，下記のとおり「京都市中央卸売市場第一市

場施設整備基本構想」を策定しましたので，お知らせします。 

 今後，本基本構想を基に，各施設の規模や階層の構成，市場内動線，整備スケジュールなど，施設

整備の具体的内容を盛り込んだ「京都市中央卸売市場第一市場施設整備基本計画（仮称）」の策定に

向け，検討を進めてまいります。 

 

記 

 

１ 市場経営コンセプト 

  ＜市 場 全 体＞ 

   伝統と革新の調和による先進的で競争力・対応力を有する“食”の流通拠点 

  ＜青果物部門＞ 

   京都を中心に近畿・北陸圏域も見据えた生鮮食料品等の流通拠点の構築  

  ＜水産物部門＞ 

   経営改革と量販店対応の充実により第一市場からの水産物流通量を拡大 

  ＜青果物・水産物共通部門＞ 

   卸売市場の機能強化により，京都・日本の食文化を牽引 

 

２ 施設整備の方向性 

 ⑴ 市場施設規模の「コンパクト化」 

 ⑵ コンパクト化により生み出された有効活用地の活用 

 ⑶ 市場施設の「効率化」「重層化（高層化）」 

 ⑷ 物流動線等の効率化，適正化に向けた新千本通の拡幅 

 ⑸ 閉鎖型施設の整備等によるコールドチェーン・衛生管理への対応 

 ⑹ 災害時における生鮮食料品流通拠点機能の継続性の確保 

 ⑺ 環境へ配慮した市場施設 

 

 

 



 

 

３ 市場施設整備の考え方 

 ⑴ 青果棟・水産棟の整備方針及び完成年次 

   ＜青果棟＞  整備方針：全面建替 

          完成年次：平成３７年度 

   ＜水産棟＞  整備方針：改修 

     完成年次：平成３１年度 

 ⑵ 効率的な物流動線の整備 

 ⑶ 賑わいエリアの創出 

 

  

＜資料＞ 

  ○ 京都市中央卸売市場第一市場施設整備基本構想       （別紙１） 

  ○ 京都市中央卸売市場第一市場施設整備基本構想 ＜概要版＞ （別紙２）  

 

 

＜参考＞ 

 京都市中央卸売市場第一市場施設整備基本構想（案）に対する市民意見募集の結果について 

 

１ 市民意見の募集期間 

  平成２６年１月７日（火）～２月５日（水） 

 

２ 応募結果 

  応募総数 １９７名（意見数４６７件）  

 

３ 御意見の内訳 

意見区分 件数 区分 件数 

① 市場施設整備と必要機能 ８４ ⑦ 積極的な民間活力導入の推進 １７ 

② 衛生・品質管理と食の安全・安心 ７８ ⑧ 市場への付加価値施設の設置 １４ 

③ 駐車場・動線整備の効率化 ６８ ⑨ 市場の防災・防犯対策 １４ 

④ 観光・賑わい整備と地域活性化 ６０ ⑩ 市場施設整備における環境配慮 １３ 

⑤ 市場経営の適正化・合理化 ５０ ⑪ その他 ４４ 

⑥ 市場ＰＲと市民への市場開放 ２５ 合計 ４６７ 

 

４ 主な御意見（要旨）と御意見に対する本市の考え方 

別紙３のとおり 


